






























































































































































































（Town Centre Management、以下 TCMと略）」を組織する手法がとられている。




















マネジメント（arts management）の起源は、1960 年代の米国に始まる。米国議会が NEA











ところは、実際にアートを創造する行為は “produce arts”、その成果である作品は “arts
70













































































































































































































（「成城学園前」駅付近 筆者撮影 2014 年 11月）
をもとに、小布施町では農業立町と文化立町の両方を目指すまちづくりが開始された。





























































に小さく、郡上市全体面積の 1000分の 2 しかない。郡上市の約 46,000人の内 15,000人弱が
八幡町に住み、田舎の割には人口が密集している市街地である。
郡上は、1559 年、関ヶ原の戦いから約 40 年前に城下町が形成され、今日に至っている。明












































地域活性化に取り組んでいる（写真 3参照）。1993 年に観光客は年間 2万人ほどであったが、







































高松丸亀町まちづくり会社（第 3セクター）の設立、2001 年度に A街区市街地再開発事業の
都市計画を決定し、2002 年度には A街区の再開発組合が設立され、都市再生緊急整備地域に
指定された。2003 年度には、地権者の共同出資による高松丸亀町壱番街株式会社が設立され、


































































































イタリアの社会的協同組合は、上記の国法 L. 381/91 の第 1条で「コミュニティの普遍的利益










新たな法人形態について議論が深められた結果、2004 年に会社法第 2 部に CIC規程が設け
られ、2005 年 6月に CIC規則が制定され、制度化されるに至った。
CICは、コミュニティの利益に貢献する「社会的企業」セクターを活性化し、公的資金を活
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